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義務としての幸福
──カントにおける最高善について──
榎 本 庸 男
序
カントは，最高善を目指すことがあたかも義務であるという言い方をしばし












































































































































































































































































































たないと主張する。Lewis White Beck, A Commentary on Kant’s Critique of
Practical Reason, The University of Chicago Press, 1960, p. 242 ff.
盪 例えば以下を参照せよ。
小倉志祥『カントの倫理思想』，東京大学出版会，1977年，p. 434.
Yirmiahu Yovel, Kant and the Philosophy of History, Princeton University













眈 久保元彦『カント研究』，創文社，昭和 62年，p. 79.








北岡武司『カントと形而上学』，世界思想社，2001年，p. 104, 135 f. u.s.w.
眞 アリストテレス『政治学』，岩波書店，1253 a.
──文学部教授──
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